
１．施設概要

施設名

所在地

サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間

２．総合的な評価

（管理運営状況）
　提案に基づき、専門業者による清掃・設備点検及び小規模修繕をはじめ、満空情報の提供、隣接する水族館の営
業時間に合わせた開場時間の延長など、各種事業の実施により着実な利用台数の増加に結び付ける実績をあげた。
  また、混雑時には警備員の増員対応などにより利用者が安全・安心して利用できる取組みや、利用者ニーズに即
応した施設運営に取り組んでいる。
（利用状況）
　ゴールデンウイークや隣接する水族館の営業時間に合わせた開場時間の延長や広報活動等の取組みの結果、利用
台数が目標値に対して約14％のプラスとなり、目標達成率113.5％となったためＳ評価とした。
（利用者の満足度）
　年１回８月に調査を実施し、満足度の上位２段階の回答割合が約92％となったためＳ評価とした。
（収支状況）
　ゴールデンウイークや隣接する水族館の営業時間に合わせ開場時間を延長し、それに伴う収入増があった。他方
で、開場時間延長対応の人員増に伴う支出増があった。収支比率（収入決算/支出決算）で約５％のプラスとな
り、収支比率が105.43％となったためＳ評価とした。
（苦情・要望）
　トイレが汚い、扉が閉まらない等の意見があり、適宜対応している。
　（事故・不祥事等）
　特になし。
（労働環境の確保に係る取組状況）
　労働基準法に基づき適切に対応している。
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道路管理課（藤沢土木事務所）

総合的な評価の理由と今後の対応

モニタリング結果報告書
（2018年度）

片瀬海岸地下駐車場

藤沢市片瀬海岸二丁目2,932番の1296

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/n5h/cnt/f704/p1152356.html

神奈川県道路附属物自動車駐車場条例

路上駐車の減少に伴う安全な交通環境の向上を図る。(H14.6)

　長年の業務ノウハウを活かし、提案に基づき各種事業を積極的に実施している。平成30年度の利用台数は、前年
度より下回ったが、目標利用台数に対しては大幅に上回っており、施設の運営は極めて良好に行われている。
　なお、各項目の評価については、利用状況、利用者の満足度、収支状況、すべてにおいてＳ評価となり、平成30
年度の３項目評価についてはＳ評価とした。
　今後も、事業計画に掲げた取組を継続するとともに、利用者からの要望を踏まえた事業を展開することで、更な
る利用拡大とサービスの向上に努めていく。

＜各項目の詳細説明＞

施設所管課
（事務所）

３項目評価 Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要
※３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利用者の満足度、収支状況）の評価結
果をもとに行う評価をいう

Ｓ



３．月例・随時モニタリング実施状況の確認

有 ・ 無

４．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

現場確認
実 施 日 特記すべき事項があった場合はその内容

月２回程度 特になし

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける指
導・改善勧告等の有無

指導・改善勧告等の内容

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

なし 特になし

・ゴールデンウイーク等に開場
時間延長を実施する。
・藤沢市、藤沢市観光協会と連
携し対応する。

・水族館の営業時間に合わ
せ、駐車場の開場時間を延長
し対応した。
・観光ポスターを場内に掲示
するなど、藤沢市や観光協会
と密に連携して効果の高いＰ
Ｒ活動を行っている。

利用者増に繋がり提
案以上の効果が確認
された。

・障害者スペース不足時におけ
る指定管理者管理の他駐車場へ
の誘導を行う。

・障害者駐車スペースが不足
したときは、中部駐車場など
近隣駐車場に誘導を行ってい
る。

提案の効果が認めら
れた。

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

・清掃業務委託の通年実施、社
員による日常のごみ拾い・場内
巡回実施、利用者のごみ持ち帰
り励行を行う。
・小規模修繕の実施。

・業者委託、社員による清掃
実施、及び看板を設置し、ご
み持ち帰りを呼びかけた。
・監視カメラ、感知器等の修
繕を実施した。

提案の効果が認めら
れた。

・聴取範囲の広い電波メディア
を活用し、広報する。
・満空情報の提供、カーナビ連
動の情報提供を行う。

・年間を通じ、ＦＭ藤沢(レ
ディオ湘南)の電波を活用し、
広報活動を行っている。
・駐車の空台数などの情報を
HPでリアルタイムで発信し、
カーナビと連動した情報も提
供し、利用者サービスの向上
を図っている。
・H30.8.1より外国人利用者に
PRするため、当社HPの英語版
を公開し、サービス向上を
図っている。

提案の効果が認めら
れた。

・周辺駐車場と連携し空き駐車
場への誘導を通じて入庫待ち渋
滞回避の運営を行う。

・待ち車両に対して、中部駐
車場などの駐車場に誘導し渋
滞回避を行っている。

提案の効果が認めら
れた。

・場内の防犯対策の強化のた
め、必要に応じた防犯カメラの
増設検討。

・安全運用を図るため、Ｂ１
及びＢ２の事前精算機前に各
１台（計２台）防犯カメラを
増設している。

提案の効果が認めら
れた。

・EV急速充電器の設置検討。 ・平成30年２月１日より使用
を開始している。

提案の効果が認めら
れた。



〔　参考：自主事業　〕

５．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※　原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由 駐車場であるため

事業計画の主な内容 実施状況等

・レンタルサイクルの実施 平成27年10月から引き続き実施し、利
用者サービスを図っている。

・年始の粗品贈答の実施 利用者にカイロを配布した。

利用台数※ 148,986 142,305 133,445

対前年度比 95.5% 93.8%

・お楽しみ抽選会の実施 新江ノ島水族館入場券と江の島展望灯
台セット券が当たる抽選くじを実施し
た。

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：85％
以上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満　目標値を設定していない場合は対前年度比。
社会福祉入所施設と県営住宅については評価を行わないこともできますが、「目標値」
欄に代わりとなる数値（定員数等）があれば記載してください。Ｓ

前々年度 前年度 2018年度

事業計画書による

自動精算機によるカウント

目　標　値 116,500 117,000 117,600

目標達成率 127.9% 121.6% 113.5%



６．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

総合的に満足したか

利用者に直接配布 475 600 79.2%

駐車場利用者

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％未
満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行うＳ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析

年間１回の調査を８月に実
施。

平成30年８月26日に実施した。

満足、不満に回答が
あった場合はその理由

サービス内容の総合
的評価の回答数 192 222 34 2 450

満足
どちらか
といえば

満足

どちらか
といえば

不満
不満 合計

前年度の
回答数 149 113 23 5 290

回答率 42.7% 49.3% 7.6% 0.4%

回答率の
対前年度比 83.0% 126.6% 95.3% 25.8%

前年度回答率 51.4% 39.0% 7.9% 1.7%

（※無回答25件を除く）

※



７．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

８．苦情・要望等 該当なし

3 件

件

5 件

件

件

件

5 件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

0

前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安≫　収支差額の当初予算額：０円の施設が該当
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超える
マイナスが生じている)：85％未満Ｓ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収
入の主な

内訳
収入合計 支出 収支差額

決算 168,504 168,504 137,896 30,608 122.20%

当初
予算

131,363 131,363 131,363 0

決算 165,030

当初
予算

132,021 132,021

165,030 149,044 15,986 110.73%

当初
予算

132,680 132,680

132,021

132,680 0

決算 155,073 155,073 147,086 7,987 105.43%

76,520

＜備 考＞

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

2018年度 77,183 前年度 77,607 前々年度

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備
トイレが汚い、扉が閉まらない等 現状を把握し、施設を使っ

てもらえるよう、清掃、修
繕を速やかに実施した。

職員対応

対応に感謝、台風時の掲示についての要望等

その他

催事の相談等 相手に理解してもらえるよ
う、開催の有無について、
丁寧に説明している。

台風時に、場内アナウンス
やHPなどを用いて、利用者
に対して、丁寧に周知を
図った。

2018
年度

事業内容



９．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事に関して改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

10．労働環境の確保に係る取組状況

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に概要
を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

発生日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

①
②
③
④
⑤
⑥

職場環境 無


